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９月15 日 敬老の日

さ

あ

み

ん

な

で

老
人
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

九
月
十
五
日
を

「
敬
老
の
日
」
と
定

め
て
三
年
目
。
若
い

者

が
今
日

を
楽
し
む

こ

と
が
で
き
る
の
も

そ
の
も
と
を
た
だ
せ

ば
老
人
の
お
か
げ
と

い
う
べ
き
で
し
ょ

う

多
年
に
わ
た
り
社
会

に
つ
く
し
て
き
た
老

人
を
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
敬
愛
し
長

寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
老
人
の
福

祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
高
め

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

県
で
は
八
十
八
歳
以
上
の
長
寿

者
に
対
し
敬
老
年
金
を
贈
っ
て
そ

の
勞
を
慰
め
、
わ
が
国
見
町
で
も

八
十
歳
以
上
の
高
令
者
一
四

二
名

に
年
金
を
贈
っ
て
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。
尚
町
内
の
各
婦
人
会

で
は
そ
れ
ぞ
れ
町

と
共
催
の
も
と

に
敬
老
会
を
催
う
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

八
十
歳
以
上
の
高
令
者
は

次
の

と
お
り
。
○
印
は
八
十
八
歳
以
上

●
印
は
本
年
新
し
く
八
十
八
歳
に

な
ら
れ
た
方
。

写
真
上

か
ら
阿
部
（

ク
　
佐
藤

ナ
カ
　
徳
江
ト
ミ
　
後
藤
せ
つ

の
み
な
さ
ん

※
藤
田
　

男
1
6
　女
3
6
　計
5
2

斎
藤
政
之
助
　

奥
山
カ
ヤ
　
東
海

林
忠
次
郎
　
榊
よ
ち
　
高
橋
正
一

阿
部
喜
平
　
阿
部
（

ツ
　

菅
野

夕

イ
　
大
村
ヱ
ナ
イ
　
鈴
木
ス
イ

曵
圸
タ
ツ
　
徳
江
源
助
　

徳
江
ホ

ノ
　
渡
辺
せ
ん
　
大
和
田
幾
三

古
関

ク
ニ
　
寺
島
重
吉
　

寺
島
卜

－
゛
　
佐
久
間
喜
一
　
阿
部
チ
カ

伊
勢

セ
ン
　
宍
戸

マ
ン
　
○
仲
田

し
も
　

穐
月
あ
き
　
井
砂
ト
ク

稲
村
専
吉
　
俎
上
哲
次
郎
　

佐
藤

善
三
　
斎
藤

ム
メ
　
鈴
木

ス
イ

後
藤
ア
キ
　
●
阿
部
（

ク
　

斎
藤

う
ら
　
○
市
川
ナ
ジ
　
佐
藤
ヱ
ナ

宍
戸
チ
カ
　
笠
原
か
ん
　
宍
戸
喜

太
郎
　
松
浦
弥
市
　

佐
藤

ト
ヨ

斎
藤

ジ
ホ
　
斎
藤
フ
ク
　
村
上
ヒ

ロ
　
高
橋
カ
ン
　
ハ

島
キ
ツ

’
根

本
米
吉
　
高
橋
喜
蔵
　

高
橋
キ
ヨ

浅
野
せ
き
　
八
島
林
次
郎
　

八
島

キ
チ
　

浅
野
（

ル

※
小
坂
　

男
1
0
　女
1
2
　計
2
2

佐
藤
忠
一
　
吾
妻
フ
デ
　
一
条
善

若い農業者のつどい
安達太良高原で後継者の祭典

本
県
農
村
の
将
来
を
担
う
農
業

後
継
者
を
一
堂
に
集
め
、
お
互
い

の
友
情
と
団
結
を
深
め
よ
う
と
い

う
第
二
回
若
い
農
業
者
の
つ
ど
い

は
、
八
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
三

日
間
に
わ
た
り
、
二
本
松
巾
侑
ス

キ
Ｌ
場
で
開
か
れ
、
わ
が
国
見
町

か
ら
も
木
村
君
を
は
じ
め
二
〇
名

の
男
女
青
年
が
参
加
し
た
。

第
一
日
の
七
日
は
午
前
十
一
時

ま
で
に
集
ま
り
、
各
集
団
ご
と
に

キ
ャ
ン
プ
村
を
つ
く
り
、
午
後
二

時
か
ら
開
会
式
、
夜
は
午
後
七
時

か
ら
地
元
二
本
松
市
主
催
の
歓
迎

の
夕
べ
と
し
て
参
加
者
全
員
に
よ

る
盆
踊
り
を
繰
り
広
げ
た
。

第
二
日
は
午
前
四
時
半
起
床
、

五
時
か
ら
木
村
知
事
の
講
演
を
き

き
、
五
時
半

か
ら
安
達
太
良
登
山

午
後
は
普
通
作
物
、
園
芸
特
産
、

養
蚕
・
畜
産
・
林
業
、
生
活
の
四

部
門
に
わ
か
れ
て
演
示
発
表
・
、
集

団
活
動
の
成
果
発
表
会
を
開
催
、

夜
は
交
歓
会
で
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
中
心
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
披
露
。

最
終
日
の
九
日
は
午
前
五
時
半

に
起
き
て
テ
ン
ト
村
を
撤
収
し
て

朝
の
つ
ど
い
を
行
な
い
、
午
前
八

時
半
か
ら
八
〇
の
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
て
話
し
合
い
活
動
、
記
念
品

交
換
会
、
午
前
十
一
時
か
ら
閉
会

式
、
優
良
団
体
や
発
表

者
の
表
彰

な
ど
で
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
た
。

わ
が
町
の
参
加
者
次
の
と
お
り

後
藤
与
志
男
　
佐
藤
代
八
　
後

藤
し
げ
子
　

菅
野
ユ
ウ
子
　

鴨

田
政
子
　
菊
地
顕
一
　
市
川
忠

明
　

佐
藤
貞
好
　
菊
地
良
七

中
村
和
子
　

八
巻
艮
一
　
斎
藤

賢
一
　
遠
藤
久
幸
　

八
島
敏
雄

渡
辺
善
男
　

佐
藤
幸

｝
　
木
村

正
義
　
佐
藤
長
大
郎
　
鈴
木
正

一
　

佐
藤
久
美
子

引
卒
者
　
鈴
木
美
一

写
真

会
場
に
到
着
し

た

一
行

四
郎
　

古
内
ク
ーフ
　
加
藤
キ
ヨ

宮
崎
ト
リ
　
佐
藤
テ
声
　
佐
藤
サ

ツ
　

安
藤
フ
サ
　
○
佐
藤
兵
助

○
阿
部
イ
チ
　
○

高
橋
忠
次
郎

遠
藤

ウ
ツ
　
瀬
戸
安
一
郎
　

遠
藤

テ
ツ
　
後
藤
ミ
ヨ
　
鴨
田
清
七

鴨
田

ク
ミ
　
鴨
田
惣
太
郎
　

熊
坂

善
兵
衛
　

菅
野
広
三
郎
　
安
藤
庄

吉迩
森
江
野
　
男
４
　

女
2
5
　計
2
9

谷
津
ユ
ン
　
佐
久
間
ユ
キ
　
宍
戸

エ
ン
　
宍
戸

サ
ト
　
●
佐
藤
ナ
カ

武
田

キ
ミ
　
佐
藤
シ
モ
　
広
居
栄

之
助
　

佐
久
間
（

声
　
佐
藤
チ
ウ

吉
田

キ
ョ
　
ハ

巻
（

ツ
イ
　
ハ
巻

キ
ソ
　
ハ

巻
清
助
　
佐
藤
セ

ノ

佐
藤

サ
ク
　
ハ

巻
キ
ヨ
　
後
藤
（

ル
　
〇
宍
戸

シ
モ
　
後
藤
カ
ネ

大
波
ツ
ル
　
大
波

ヱ
キ
　
実
沢
勘

告
　

実
沢
ス
イ
　
●
徳
江
ト
ミ

蓬
田
セ
ン
　
菊
地
サ
ン
　
菊
地
泰

吉
　

佐
藤
ク
キ

※
大
木
戸
　
男
1
2
　女
1
2
　計
2
4

佐
藤
宇
吉
　
岡
田
忠
次
郎
　

谷
聿

キ
ク
　
阿
部
（

ナ
　
阿
部
勇
之
丞

阿
部
（

ツ
　
斎
藤
サ
ワ
　
渋
谷
定

吉
　
遠
藤
政
治
　

遠
藤
ナ
チ
　
畑

中
久
兵
衛
　
松
浦
ト
ク
　
佐
藤
セ

キ
　
高
村
サ
ト
　
ハ
島
儀
右
工

八
島

シ
ヲ
　
高
村
子

乏
松
　
阿
部

長
治
　
阿
部
ト
イ
　
阿
部
庄
平

松
浦
金
助
　

○
忍
コ
ク
　
後
藤
今

朝
太
郎
　
古
田
サ
ン

ぞ
大
枝
　
男
４
　

女
卜
　

計
1
5

鈴
木
ツ
マ
　
〇
松
浦
テ
ル
ヨ
　
新

井
（

ツ
Ｏ
鈴
木

ジ
ン
　
瀬
戸
セ
ツ

井
砂
周
蔵
　

佐
藤
弥
太
郎
　

佐
藤

ア
キ
　
佐
藤
カ
メ
　
●
後
藤
せ
っ

岩
城
サ
ト
　
鈴
木
魯
吉
　

鈴
木
留

右
工
門

鈴
木
サ
キ

佐
久
間
サ
イ

議会だより

国

保
税
税
率
の
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

八
月
十
二
日
午
前
九
時

半
か
ら
八
月
の
町
臨
時
議

会
が
開
か
れ
、
次
の
議
案

等
審
議
、
原
案
通
り
可
決

し
た
。

一
、
国
見
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

す
る
条
例

こ
れ
は
保
険
税
の
税
率

の
改
正
で
本
年
八
月
一
日

か
ら
第
二
期
分
か
ら
本
算

定
さ
れ
る
も
の
で
、
課
税

総
額
三
千
五
百
九
十
五
万

九
千
ま
い

そ
の
賦
課
割
合
は
所
得

割
四
〇
％
、
資
産
割
十
％

、
均
等

割
三
十
五
％
、
平
等
割
十
五
％
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
被
保
険
者
均
等
割
額
、

世
帯
別
均
等
割
額
等
の
改
正
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
国
見
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

こ
れ
は
国
会
議
員
の
選
挙
等
の

執
行
経
費
の
基
準
に
関
す

る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町
に
直
接

関
係
あ
る
投
票
管
理
者
、
開
祭
管

理
者
、
選
挙
立
合
人
、
Ｊ
’毟

立
合

人
及
び
開
票
立
合
人
の
日
額
報
酬

の
改
正
で
あ
る
。

投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
に

つ
い
て
は
日
額
一
、
二
〇
〇
円
よ

り

Ｉ
、
五
〇
〇
円

に
、
そ
の
他
立

合
人
に
つ
い
て
は
日
額
一
、
〇
〇

〇
円
よ
り

Ｉ
、
二
〇
〇
円
に
引
上

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
北
山
組
合
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
件

北
山
組
合
議
会
議
員
（
大
字
鳥

取
選
出
）
後
藤
源
六
氏
死
亡
に
よ

る
補
欠
選
挙
で
あ
り
、
後
任
と
し

て
後
藤
伝
吉
氏
（
四
十
六
才
）
が

選
出
さ
れ
た
。

一
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
一

般
会
計
補
正
予
算

今
回
の
追
加
額
は
七
百
三
十
七

万
二
千
円
で
、
総
額
に
お
い
て
早

く
も
二
億
円
を
突
破
し
、
二
億
五

百
万
円
と
な
っ
た
。
歳
出
の
う
ち

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

役
場
庁
舎
増
築
改
装
費
追
加

九
五
万
円

板
橋
、
貝
田
地
区
舗
装

並
び
に

側
溝
工
事
費
　
三
五
〇
万
円

公
営
住
宅
建
設
不
足
分
追
加
額

二
四
〇
万
円

住
宅
統
計
に
つ
い
て

昭
和
二
十
三
年
以
降
五
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
今
回

は
ち
よ
う
ど
、
第
五
回
目
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
基

纉
的
資
料
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

方
面
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

そ
の
う
ち
特
に
国
及
び
県
が
作
成

す
る
住
宅
建
設
五
ヶ
年
計
画
に
用

い
ら
れ
る
大
事
な
資
料
と
な
り
ま

す
。当

町
に
お
い
て
は
、
調
査
員
の

方
が
十
月
一
日
よ
り
実
地
調
査
の

た
め
各
戸
訪
問
い
た
し
ま
す
か
ら

そ
の
と
き
は
、
質
問
事
項
等
に
つ

い
て
、
ご
回
答
、
御
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

調
査
区
域
　
　
　

調
査
員
氏
名

石
母
田
北
原

の
一
部
　
　
　
　

菊
地
平
助

山
崎
南
部
落
　
　

吉
田
栄
作

錦
町
大
町
南

の
一
部
　
　
　
　

羽
根
善
兵
衛

高
城
（
南
部
）
　
八
島
健
一

第
三
部
落
　
　
　

佐
藤
升
己

調
査
期
日
　
　
　

十
月
一
日

実
地
調
査
十
　
　

月
一
日
か
ら

十
月
七
日
ま
で

体
力
づ
く
り
に
栄
養
料
理

新
し
い
食
品
を
用
い
た
料
理
法

を
研

究
し
よ
う
と
国
見
町
公
民
館

で
は
、
日
水
専
属
栄
養
士
宮
本
ヨ

ウ
女
史
を
招
い
て
料
理
の
講
習
会

を
開
い
た
。
九
月
五
囗
午
前
九
時

よ
り
青
年
研
修
所
、
午
後
一
時
よ

り
公
民
館
の
二
か
所
で
や
っ
た
が

婦
人
学
級
や
婦
人
会
な
ど
多
数
の

出
席
が
あ
り
、
現
在
市
場
に
出
廻

っ
て
い
る
材
料
を
用
い
た
目
新
し

い
料
理
法
を
習
っ
て
大
喜
び
で
あ

っ
た
。

講
習
種
目

○
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
み
そ
い
た
め

Ｏ
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
フ
リ
ッ

タ
ー

○
大
根
サ
ラ
ダ

Ｏ
（

ン
バ
ー
グ
の
チ
ー
ズ
は
さ

み
揚
げ

○
和
風
い
か
サ
ラ
ダ

○
さ
ば
水
煮
の
す
物

尚
公
民
館
で
は
前
記
講
師
（
国

見
丸
公
あ
っ
せ
ん
）
の
外
に
次
の

講
師
も
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
か
ら
、

な
る
べ
く
早
く
申
込
ん
で
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
農
協
生
活
改
善
指
導
員

○
改
良
普
及
所
の
生
活
改
善
普
及

員
○

教
育
委
員
会
の
栄
養
士

新
団
員
の
任
命

分
団
　

氏
　
名
　
住
所
（
大
字
）

一
　
内
村
　

喜
一
　
小
坂

々
　
熊
坂
　
　

正
　
内
谷

々
　
菅
野
　
光
良
　

″

″
　
高
橋
　
勝
彦
　
鳥
取

々
　
後
藤
　
征
男
　

々

二
　
村
木
　
一
郎
　
藤
田

々
　
大
内
　
勝
美
　

々

ク
　
村
上
　
芳
典
　

夕

々
　
高
橋
八
千
代
　
山
崎

ク
　
浅
野
　
孝
保
　

″

ク
　
赤
井
畑
義
則
　

々

々
　
鑓
水
　
金
也
　

々

税

務
署

だ

よ
り

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ

っ
て
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
か

か
る
税
金
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
相
続
や
遺
贈
に
よ

る
財
産
の
取
得
と
い
う
こ

と
は
、

通
常
の
場
合
、
一
生
に
一
度
二
度

か
の
こ
と
で
す
か
ら
、
毎
年
、
所

得
金
額
を
計
算
し
て
納
税
す
る
所

得
税
な
ど
と
異
り
、
一
般
に
な
じ

み
の
薄
い
税
金
だ
と
い
え
ま
す
。

相
続
税
の
申
告
書
の
堤
出
期
限

は
、
相
続
の
日
（
被
相
続
人
が
な

く
な
っ
た
日
）
の
翌
日
か
ら
六
か

月
以
内
で
す
。

相
続
財
産
は
ど
の
よ
う
に
計
算

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
相
続
税
を

計
算
す
る
場
合
に
は
、
相
続
し
た

財
産
の
価
額
が
い
く
ら
で
あ
る
か

を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
の
評
価
は
、
原
則
と
し
て
相
続

の
日
の
時
価
に
よ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
時
価
の
算
定
方
法
は

財
産
の
種
類
に
よ
っ
て
異
り
ま
す

の
で
、
相
続
税
申
告
の
必
要

が
生

じ
た
よ
う
な
場
合

は
、
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
　

起
で
よ
人
の
子
い
ざ
起
ち
て
　

浮
世
の
風
に
た
た
か
れ
し
　

余
命
少
き
ふ
た
親
の
　
弱
れ
る
心
な
ぐ
さ
め
よ
　
（
報
恩
の
歌
よ
り
）

く
に
み



気
軽
に
利
用
し
ま
し
よ
う

家
庭
児
童
相
談
室
を

家

庭
児

童

相
談

室

と

は
・：
：

ど
の
子
ど
も
も
問
題
な
く
健
全

に
育
つ
よ
う
に
、
ま
た
も
し
問
題

が
あ
っ
て
も
早
目
に
気
付
き
、
早

い
時
期
に
治
療
さ
れ
る
よ
う
に
、

福
祉
事
務
所
に
家
庭
児
童
相
談
室

が
で
き
ま
し
た
。

家
庭
児
童
相
談
室
に
は
、
家
庭

児
童
相
談
員
二
名
と
社
会
福
祉
主

事
が
お
り
、
個
々
の
家
庭
児
童
の

相
談
に
応
じ
、
児
童
の
正
し
い
養

育
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ

と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
専
門
的
な
問
題
に
つ
い

て
は
、
児
童
相
談
所
と
も
絡
連
を

と
り
解
決
を
は
か
り
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
の
子
ど
も
は
い
ま

せ
ん
か
。
早
目

に
児
童
相
談
室

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

△
強
情
っ
ぱ
り
　
反
抗
　
け
ん
か

△
し
っ
と
　
ひ
と
り
占
め
す
る

意
地
悪

△
ず
る
休
み
　

登
校
拒
否
　
道
草

を
す
る

△
学
業
不
振
　

学
習

ぎ
ら
い

△
乱
雑
　
だ
ら
し

な
い
　
自
分
勝

手
△
い
た
ず
ら
　
落
ち
つ
き
な
し

△
む
ら
気
　
だ
だ
を
こ
ね
る
　
か

げ
ひ
な
た

△
器
物
を
こ
わ
す
　
物
を
す
ぐ
な

く
す

△
あ
ま
え
る

△
朝
寝
す
る
　
寝
起
き
が
悪
い

寝
つ
き
が
悪
い

△
指
し
ゃ
ぶ
り
　
衣
服
や
器
物
を

し
ゃ
ぶ
る

△
偏
食
　
異
食
　
大
食
　
小
食

△
無
口
　
ひ
っ
こ
み
思
案
　
弱
虫

△
う
そ
　

ぬ
す
み
　
不
良
交
友
な

ど
よ
く
な
い
行
為

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
原
因
が
あ
り
ま
す
。
正
し
く

原
因
を
見
つ
け
早
期
に
診
断
し
、

指
導
す
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の

将
来
の
た
め
に
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
す
。

家
庭
に
、
地
域
に
次
の
よ
う
な

恵
ま
れ
な
い
子
、
不
幸
な
子
ど

も
は
お
り
ま
せ
ん
か
。
一
度
ぜ

ひ
相
談
室
に
…
…
…

△
育
て
て
く
れ
る
適
当
な
身
寄
の

な
い
子
ど
も

△
放
任
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

△
身
体
の
弱
い
、
手
足
の
不
自
由

な
、
も
の
の
い
え
な
い
、
目
の

見
え
な
い
等
の
子
ど
も

△
ち
え
の
お
く
れ
た
子
ど
も

△
性
行
不
良
な
子
ど
も

都
合
で
相
談
室
（
桑
折
町
）
を

た
ず
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
電
話
や
手
紙
で
も
、
ま
た
地

域
担
当
の
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

主
事
に
連
絡
す
る
こ
と
も
結
構
で

す
。家

庭
児
童
相
談
室
を
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い

○
相
談
は
家
庭
の
方

々
に
限
ら
ず

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
あ

る
い
は
児
童
委
員
、
近
所
の
皆

さ
ん
等
、
ど
な
た
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

○
ま
た
、
相
談
あ
る
い
は
調
査
や

診
断
で
知
り
得
た
個
人
の
秘
密

は
漏
ら
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

○
相
談
に
応
じ
る
費
用
は
一
切
無

料
で
す
。

○
親
の
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
育
成

会
等
で
子
ど
も
の
育
て
方
に
つ

い
て
解
決
の
つ
か
な
い
問
題

が

あ
っ
た
り
、
話
し
合
い
、
協
議

会
、
研
究
会
等
に
お
い
て
必
要

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
か
じ

め
福
祉
事
務
所
（
桑
折
町
）
に

連
絡
し
て
家
庭
相
談
員
を
活
用

す
る
こ

と
に
し
ま
し
よ
う
。

生
活
改
善
座
ど
申
し
合
せ
る

婦
人
団
体
連
絡
会

九
月
四
日
午
前
九
時
、
町
内
の

婦
人
会
、
農
協
婦
人
部
、
未
亡
人

会
な
ど
の
代
表
三
十
人

が
公
民
館

に
集
ま
り
、

虚
社
廃
止
や
体
力
づ

く
り
な
ど
生
活
改
善
事
項
に
つ
い

て

打
合
せ
を
し
た
。

剛
　
お
悔
み
返
し
や
快
気
祝
い
な

ど
虚
礼
的
な
こ
と
は
廃
止
す
る

よ

う
町
民
に
呼
び
か
け
、
会
員

は
み
ん
な
励
ま
し
あ
っ
て
実
行

す
る
。

②
　
成
人
式
は
八
月
十
五
日
に
す

る
よ
う
主
催
者
側
に
申
し
入
れ

す
る
。

③
　
集
会
な
ど
の
開
閉
会
の
時
間

を
確
守
す
る
。

㈲
　
体
力
づ
く
り
の
た
め
食
生
活

の
改
善
や
合
理
的
な
ス
ポ
ー
ツ

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究
実

行
す
る
。

邸
　
町
内
の
各
種
婦
人
団
体
が
協

力
し
て
み
ん
な
の
幸
せ
を
増
進

す
る
た
め
定
期
的
に
婦
人
団
体

連
絡
会

を
開
く
。

尚
こ
れ
ら
の
こ

と
は
準
備
が
で

き
次
第
実
行
に
と
り
か
か
る
わ
け

て
あ
る
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
会
員
は
も
ち
ろ
ん
町
民
総
参

加
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
、
そ

の
た
め
に
み
ん
な
で
よ
く
話
し
合

う
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
育
て
よ
う

毎
日
、
そ
こ
ら
の
空
地
な
ど
で

ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
、
泳
い
だ

り
、
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
り
す
る

少
年
を
多
く
見
受
け
る
。
こ
れ
ら

を
も
う
少
し
組
織
的
に
、
計
画
的

に
、
そ
し
て
も
う
少
し
目
的
を
も

た
せ
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

な
か
ら
だ
と
心
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
ね
ら
い

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
生
ま
れ

た
富
士

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
（
団
長

羽
根
幹
雄
君
）
は
、
今
か
ら
二
年

前
、
駅
前
部
落
の
少
年
少
女
を
中

心
に
で
き
上
っ
た
。
初
め
は
団
員

も
少
な
く
、
活
動
内
容
も
あ
ま
り

め
ぼ
し
い
も
の
が
な
か
っ
た
が
、

月
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
活
動
が
組

織
的
と
な
り
、
計
画
的

と
な
っ
て

団
員
の
顔
に
も
よ
ろ
こ
び
が
み
な

ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
・
団
活
動
が
活
発
に

な

口
て
き
た
原
因
は
、
リ
ー
ダ

ー

の
熱
意
と
指
導
者
の
団
に
対
す
る

愛
情
で
あ
り
、
ま
た
、
指
導
者
を

助
け
、
よ
き
協
力
者
と
な
っ
た
町

の
教
育
委
員
会
や
後
援
団
体
観
月

台
ク
ラ
ブ
の
か
げ
の
力
も
見
の
が

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

年
間
の
主
な
事
業
を
見
る
と

ス
ポ
ー
ツ
面
と
し
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
ボ
ー

ル
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

、
ス
キ
ー

講
習
、
キ
ャ
ン
プ
（
茂
庭
、
半

田
山
）

奉
仕
活
動
の
面
と
し
て

観
月
台
公
園
の
美
化
作
業
、
植

樹
、（
つ
づ
じ
な
ど
）
清
掃
作
業

ち
が
、
毎
日
の
生
活
に
ゆ
め
と
希

望
を
も
ち
、
り
っ
ぱ
な
人
間
に
な

る
こ
と
を
望
み
た
い
。

で
き
る
こ
と
な
ら
こ

の
種
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

が
各
部
落
に
で
き

た
が
い
に
励
ま
し
合
っ
て
育
っ
て

い
く
こ
と
を
願

い
た
い
。

滑 滝 (茂庭) で交 換 会
伊達地方農付青年教育会議

茂

庭

の

つ

ど

い
力
・

八
月
二
十
六
、
七
の
二
日
間
、

茂
庭
の
滑
滝

キ
ャ
ン
プ
場
に
、
伊

達
地
方
の
若
人
が
集
ま
り
、
農
業

改
良
、
生
活
改
善
に
つ
い
て
日
頃

研
究
し
て
い
る
技
術
の
交
換
研
修

会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

澄
み
’き
っ
た
空
気
、
清
ら
か
な

流

れ
、
み
ど
り
の
山
に
囲
ま
れ
た

広
々
と
し
た
川
原
、
そ
こ
に
こ
つ

然
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ

村
。
梁
川
の
マ
リ

ー
ズ
、
保
原
の

建
設
班
、
伊
達
の
Ｆ
Ｓ

、
霊
山
の

農
業
青
年
学
園
、
月
館
の
四
Ｈ

ク

ラ
ブ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
長
を
持
つ

農
村

青
年
グ
ル
ー
プ
五
十
余
名
の

中
に
ま
じ
っ
て
わ
が
町
か
ら
は
、

四
十

二
年
度
建
設
班
修
了
生
の
か

と
く
会
と
去
る
七
月
発
足
し
た
ば

か
り
の
花
嫁
教
室
の
代
表
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
桑
折
で
は
北
海

道
へ
修
学
旅
行
の
た
め
欠
席
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

午
後
一
時
開
会
式
、
う
す
ず
み

色
の
空
か
ら
は
か
な
り
の
雨
が
降

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
今
夜

の
キ
ャ
ン
プ
が
危
険
で
す
。
深
山

の
集
中
豪
雨
、
鉄
砲
水
の
威
力
、

川
原
の
ま
ん
中
に
張
っ
。た
テ
ン
ト

は
水
没
す

る
。
ま
っ
暗
や
み
の
激

流
に
押
し
流
さ
れ
る
。
み
ん
な
心

配
そ
う
な
顔
で
す
。
し
か
し
な
か

な
か
撤
収
命
令
が
出
ま
せ
ん
。
そ

の
う
ち
西
の
山
あ
い
の
空
か
ら
明

る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
二
時
か

ら
技
術
競
技
を
始
め
る
頃
に
は
す

っ
か
り
雨

が
止
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

「

お
れ
が
米
た
限
り
絶
対
雨
は
降

ら
な
い
」
鈴
木
先
生
の
自
信
あ
る

予
報
？

…
が
当
っ
た
よ
う
で
す
。

技
術
競
技
は
審
査
、
判
定
、
鑑

定
、
診
断

の
四
部
に
分
れ
、
各
部

に
四
～
五
問
づ
つ
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
玄
米
、
じ
ゃ
が
い
も
、
り

ん
ご
、
き
う
り
に
等
級
を
つ
け

る

の
が
審
査
競
技
、
病
虫
害
に
か
か

つ
た
実
物
を
見
て
そ
の
防
除
法

を

答
え
る
の
が
診
断
競
技

、
二
化
メ

イ
虫
の
害
疲
株
や
紋
枯
病
の
（

ツ

パ
な
ど
あ
り
ま
し
た
。
鑑
定
競
技

と
い
う
の
は
尿
素
、
中
性
洗
剤

、

布
地
、
ま
づ
ば
え
、
ご
ほ
う
の
だ

ね
な
ど
を
並
べ
て
お
き
、
そ
の
名

称
を
つ
け

る
。
判
定
競
技
は
石
の

重
さ
（
七
キ
ロ
）
砂
の
量
（
三
リ

ツ
ト

少
）
褝
間
の
距
離
（
一
三
・

五
メ
ー
ト
ル
）
地
面
の
広
さ
（
一

五
平
方
メ
ー
ト
ル
）
流
水
の
温
度

（
一
九
度
）
を
目
測
で
当
て
る
の

で
す
。
常
に
や
っ
て
い
れ
ば
簡
単

に
で
き
る
・こ
と
ば
か
り
な
の
に
、

あ
ん
が
い
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
み

る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
勉
強
は
地
に

つ
い
て
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。
こ
の
競
技
で
わ
が
村

上
一
君
は
総
合
六
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

す
。
伊
達
の
地
に
住
み
、
土
を
愛

し
、
太
陽
の
恵
み

を
う
け
な
が
ら

動
植
物
に
限
り
な
き
愛
情
を
注
ぎ

創
意
・
工
夫
・
努
力
・
研
究
の
情

熱
を
も
や
し
て
、
近
代
的
農
業
を

開
い
て
行
こ
う
と
す
る
仲
間
た
ち

が
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
み
、
満
天

の
星
に
向
っ
て
大
き
な
歌
声
を
張

り
上
げ
ま
し
た
。

次
の
日
は
朝
の
体
操
か
ら
は
じ

ま
り
、
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
れ
て

の
話
し
合
い
で
す
。

１
農
家
所
得
を
増
す
に
は
…
…

２
生
活
攻
善
に
は
何
を
す
る
か

３
グ
ル
ー
プ
活
動
を
す
す
め
る

僅
か
一
泊
二
日
の
短
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
生
活

で
わ
れ
わ
れ
は
、
伊
達
地
方
の
仲

間
と
の
交
流
を
深
め
、
技
術
の
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
学
び
得
た
こ
と
を
基
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
一
層
勉
強
を
し
、

わ
が
家
、
わ
が
町
の
農
業
発
展
に

役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
佐

藤
幸

一
記

）

石
母
田
を
訪
ね
る

卜 ）

（

野

村

記

）

九
月
一
日

、
二
百
十
日
に
は
珍

ら
し
い
好
天
気
、
勇
躍
集
っ
た
レ

ギ
ュ

ラ
ー
十
八
名
、
新
し
く
小
西

氏
そ
れ
に
宮
内
、
森
田
、
渡
辺
の

三
女
史
も
顔
を
そ
ろ
え

、
に
ぎ
や

か
な
こ
と
限
り
な
し
。
講
師
は
前

回
の
と
お
り
早
田
盛
氏
。

役
場
よ
り
硯
石
に
直
行
、
眺
め

よ
い
（

イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
入
口
に

横
穴
が
あ
る
。
保
原
高
校
秋
山
先

生
は
古
墳
だ
ろ
う
と
い
う
。
卉
慶

一
踏

の
硯
石
は
き
よ
う
も
一
杯
水

を
湛
え
て
い
る
、
硯
石
西
方
折
田

は
、
弁
慶

が
軍
兵
を
数
え
る
と
き

田
に
兵
を
入
れ
一
回
何
人
と
し
て

調
べ
た
と
言
い
伝
え
て
い
る
。

次
は
予
定
を
変
更
し
て
、
二
重

堀
か
ら
芭
蕉
碑
に
入
る
。
教
育
委

員
八
島
氏
の
句
「

杣
道
や
草
茫

々

で
…
…
」
も
十
八
人
の
力
で
一
気

に
征
伐
、
凱
歌
の
上
っ
た
と
き
は

も
う
お
ひ
る
。

午
後
は
腰
掛
松
、
初
代
の
松
は

一
八
五
一
年
に
蜂
の
巣
退
治
で
焼

か
れ
て
枯
死
、
そ
の
根
元
に
柵
を

設
け
中
に
義
経
神
社
を
杞
る
。
二

代
目
の
松
も
二
百
年
を
経
て
今
や

地
方
屈
指
の
名
木
に
な
っ
た
。
傍

の
碑
文
（

寛
政
十
二
年
建
）
に
よ

れ
ば
、
治
承
の
頃
金
売
吉
次
に
伴

な
わ
れ
た
義
経
（
年
十
五
才
）
が

平
泉
に
遁
れ
る
途
中
小
数
の
臣
と

こ
の
松
で
休
ん
だ
と
の
こ
と
。

次
い
で
卉
天
沢
の
下
紐
神
社
、

早
田
さ
ん
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
用

明
天
皇
の
母
君
市
杵
島
姫
命
が
用

明
天
皇
を
産
ま
れ
た
場
所
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
用
明
天
皇

は
聖
徳
太
子
の
父
君
、
当
事
の
社

会
の
情
勢
に
つ
い
て
く
わ
し
い
講

義
を
受
け

、
わ
が
国
見
町
は
阿
聿

賀
志
の
戦
と
共
に
日
本
の
盛
衰
に

深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
た

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
八
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名
　

年
令
　
　

住
　
　
　

所

８

、９
　

佐
久
間
き
せ
　
　
7
9
　
　
塚
野
目
　
金
屋
六

夕
　
夕
　
浅
野
　

キ
ク
　
　
5
6
　
　
山
崎
　

水
門
十

″
1
3
　
佐
藤
富
次
郎
　
　
7
5
　
　
小
坂
　
北
畠
四
十
九

″

卩
　
後
藤
　
賍
男
　
　
3
6
　
　
藤
田
　

藤
田
一
十
一
の
五

″
2
4
　
奥
山
　
玲
子
　
　

３
　
　

藤
田
　
北
七
十
四

″
2
5
　
佐
藤
　
新
助
　
　
7
5
　
　
貝
田
　

切
内
九

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
八
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　

親
の
名
と
続
柄
　
住
　
所

７
、
1
9
　八
巻
　
　

正
　
　

孝
　

の
長
男
　
徳
江
　

沼
田
四

″
2
2
　
大
山
　
知
子
　
　

茂
　

の
二
女
　
山
崎
　
太
子
堂
三
十
二

夕
2
6
　
大
野
み
ゆ
き
　
　

重
好
の
二
女
　
小
坂
　
笹
の
ロ
ニ
の

Ｉ

ク
2
7
　
大
浪
有
里
恵
　
　

政
輝
の
長
女
　
川
内
　
小
又
一
の
二

″
2
8
　
後
藤
　

孝
信
　
　

健
一
の
長
男
　
藤
田
　
堤
下
二
十
の
一

々
2
8
　
佐
藤
亜
希
子
　
　

清
　

の
長
女
　
山
崎
　
北
古
舘
八

々
2
8
　
阿
部
　
　

仁
　
　

春
雄
の
長
男
　
藤
田
　
観
月
台
一

々
2
9
　
高
橋
由
美
子
　
　

義
美
の
長
女
　
鳥
取
　
山
田
三
十
一

々
3
0
　
小
畑
　
哲
夫
　
　

光
雄
の
長
男
　
藤
田
　
泰
二
十
一

々
3
1
　
村
木
　
長
一
　
　

一
郎
の
長
男
　
藤
田
　
南
六
十

８

、３
　

寺
島
　
　

透
　
　

孝
一
の
長
男
　
森
山
　
熊
野
前
四
の
六

″

６
　

木
口
　
英
則
　
　

誠
二
の
長
男
　
山
崎
　
北
古
舘
八

々

９
　

阿
部
信
一
郎

‘
　
芳
男
の
長
男
　
藤
田
　

南
三
十

″
1
0
　
菅
野
　
幹
雄
　
　

広
吉
の
長
男
　
内
谷
　

東
脇
四

々
1
2
　
小
林
　
秀
子
　
　

成
三
の
長
女
　
西
大
枝
　
並
柳
七

ク

巧
　
八
島
由
美
子
　
　

孝
雄
の
二
女
　
石
母
田
　
蛭
沢
四
十
一

々
1
6
　
菊
地
　
勝
幸
　
　

力
　

の
二
男
　
石
母
田
　
山
口
十
九

″
1
7
　
清
水
奈
穂
子
　
　

良
男
の
長
女
　
小
坂
　

カ
ニ
坂
四
十
六

夕
2
8
　
古
内
　
恵
子
　
　

忠
宣
の
長
女
　
内
谷
　
西
堂
二
十
八

○

わ
れ
ら
の
祝
日
だ
み
・
　
国
旗
を
立
て
よ
う
　
　

敬
老
の
日
（
九
月
十
五
日
）
　
　
秋
分
の
日
（
九
月
二
十
三
日
）
　
　
体
育
の
日
（
十
月
十
日
）
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